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◆
『
静せ

い
せ
ん
そ
ん
そ
う

川
村
荘
詩
集
』
か
ら
読
み
解

く
庭
園
「
静せ

い
せ
ん
え
ん

川
園
」
‼

　

宮み
や

越こ
し

正ま
さ

治は
る（

機き
ざ
ん山

）が
、
自
ら
手

掛
け
た
庭
園
「
静
川
園
」
を
詠
ん
だ

漢
詩
に
つ
い
て
、
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ

ン
グ
と
称
さ
れ
る
Ａ
Ⅰ
を
用
い
た
統

計
分
析
を
行
っ
た
結
果
、
正
治
の
庭

園
へ
の
向
き
合
い
方
や
使
い
方
な
ど

が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
『
静
川
村
荘
詩
集
』『
禅ぜ

ん
よ余
集
』

『
隨ず

い
え
ん縁
集
』
三
冊
の
漢
詩
集
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
漢
詩
は
、
七
言
絶
句
を

主
体
と
し
て
、
五
言
絶
句
・
五
言
律

詩
・
七
言
律
詩
な
ど
、
約
八
〇
〇
首

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち

九
〇
首（
12
％
）が
庭
園
を
題
材
と
し

て
詠
ま
れ
た
詩
で
す
。

　

使
用
語
句
を
見
て
み
る
と
、
漢
詩

集
全
体
で
は
、「
人
」「
夢
」「
詩
」「
山
」

「
酒
」
と
い
っ
た
語
句
が
上
位
を
占

め
ま
す
。
こ
れ
ら
の
語
句
は
、
庭
園

を
題
材
と
し
た
漢
詩
に
も
多
く
使
わ

れ
て
い
る
一
方
、
庭
園
関
連
詩
の
上

位
に
は
、「
雨
」「
霜
」「
風
」
と
い

っ
た
語
句
が
並
び
、
正
治
が
好
ん
だ

庭
園
の
情
景
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
静
川
」「
泉
石
」「
西
山
」

と
い
っ
た
庭
園
の
構
成
要
素
を
示
す

語
句
や
、「
読
書
」「
雑
吟（
詩
を
詠

む
）」「
銷し

ょ
う
ぶ
ん閒（

ゆ
っ
た
り
し
た
時
間

を
過
ご
す
）」
な
ど
庭
園
で
の
過
ご

し
方
を
示
す
語
句
に
、
庭
園
を
題
材

と
し
た
漢
詩
独
自
の
傾
向
が
認
め
ら

れ
ま
す
。

　

梅
雨
時
や
晩
秋
の
庭
園
を
散
策
し

た
り
、
時
に
は
読
書
や
詩
を
詠
む
場

と
し
て
、
庭
園
「
静
川
園
」
は
、
俗

世
間
の
喧
騒
と
は
隔
離
さ
れ
た
、
正

治
の
「
心
の
オ
ア
シ
ス
」
と
し
て
機

能
し
た
の
で
し
ょ
う
。

◆
秋
企
画
展
「

—

漢
詩
で
読
み
解
く

—

宮
越
家
の
文
化
遺
産
と
は
？
」
‼

日
時
…
12
月
22
日
㈰
ま
で　

午
前
9

時
〜
午
後
4
時
45
分
／
休
館
日
…
毎

週
月
曜
・
第
4
木
曜
・
祝
日
／
入
館

料
…
一
般
200
円
、
高
校
・
学
生
100
円
、

小
・
中
学
生
50
円
※
【
町
民
限
定
】

小
・
中
学
生
及
び
65
歳
以
上
の
高
齢

者
は
無
料
！

◆
薄
市
小
６
年
出
前
授
業
‼

　

こ
の
ほ
ど
、
薄
市
小
学
校
に
お
い

て
、
６
年
生
を
対
象
と
し
た
博
物
館

出
前
授
業
「
な
か
ど
ま
り
？
万
年
の

歴
史
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ス
ラ
イ
ド
を
見
な
が
ら
、
氷
河
期

だ
っ
た
旧
石
器
時
代
か
ら
、
古
代
・

中
世
・
近
世
、
そ
し
て
近
代
の
十
三

湖
干
拓
建
設
事
業
に
至
る
ま
で
、
約

２
万
年
間
に
及
ぶ
中
泊
地
域
の
移
り

変
わ
り
を
学
習
し
ま
し
た
。

　

本
格
的
な
寒
さ
を
迎
え
る
こ
の

季
節
、
暖
房
用
の
灯
油
使
用
が
増

え
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
快
適

な
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
ホ
ー
ム

タ
ン
ク
で
す
が
、
適
切
な
管
理
を

怠
る
と
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
安
全
に
冬

を
過
ご
す
た
め
、
今
一
度
タ
ン
ク

の
点
検
と
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

①�

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
灯
油
を

小
分
け
に
す
る
際
は
、
作
業

中
に
そ
の
場
を
絶
対
に
離
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②�

除
雪
で
配
管
が
破
損
し
な
い

よ
う
、
目
印
を
立
て
、
万
が

一
に
備
え
防
油
堤
を
設
置
し

ま
し
ょ
う
。

③�

屋
根
か
ら
の
落
雪
が
配
管
の

破
損
・
脱
落
や
タ
ン
ク
本
体

の
転
倒
を
招
く
恐
れ
が
あ
る

た
め
、
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

④�

配
管
や
タ
ン
ク
本
体
の
定
期

的
な
点
検
を
心
掛
け
、
早
期

に
異
常
を
発
見
で
き
る
よ
う

努
め
ま
し
ょ
う
。

　

例
年
、
暖
房
器
具
に
よ
る
火
災

が
多
発
す
る
冬
場
。
特
に
石
油
ス

ト
ー
ブ
の
取
扱
い
の
不
注
意
が
大

き
な
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
安

全
な
使
用
方
法
を
今
一
度
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

注
意
点

・
使
用
す
る
前
に
必
ず
点
検
・
整

備
を
す
る
。

・
燃
料
補
充
後
は
、
し
っ
か
り
と

燃
料
タ
ン
ク
の
蓋
が
閉
ま
っ

て
い
る
か
確
認
す
る
。

・
カ
ー
テ
ン
や
家
具
な
ど
燃
え
や

す
い
も
の
の
近
く
に
ス
ト
ー

ブ
を
置
か
な
い
。

・
ス
ト
ー
ブ
の
上
で
洗
濯
物
を
干

し
た
り
、
近
く
で
乾
か
し
た

り
し
な
い
。

・
外
出
時
や
就
寝
時
は
忘
れ
ず
に

消
す
。

以
上
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

VOL.158

【
☎
69－

１
１
１
１
】

今
す
ぐ
確
認
！

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
安
全
対
策

ス
ト
ー
ブ
火
災
に
注
意
！

油
流
出
事
故
を
防
ぐ
！

４
つ
の
重
要
ポ
イ
ン
ト

ユーザーローカルによるテキストマイニング
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福
士　

蓮れ

織お

ち
ゃ
ん（
派
立
上
）

①
毎
日
の
歯
み
が
き
と
ブ
ク
ブ
ク
う

が
い
を
す
る
こ
と
。

②
お
調
子
者
だ
け
ど
、
優
し
い
と
こ

ろ
。

外
崎　

桜さ

千ち

ち
ゃ
ん（
富
野
）

①
寝
る
前
の
仕
上
げ
磨
き
と
、
フ
ッ

素
は
毎
日
か
か
さ
ず
や
る
。

②
笑
顔
が
か
わ
い
く
、
ダ
ン
ス
が
大

好
き
。

鈴
木　

飛あ
す
と翔

ち
ゃ
ん（
田
茂
木
）

①
歯
み
が
き
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
る
。

②
や
さ
し
い
と
こ
ろ
。

小
野　

凛り
ん
か香

ち
ゃ
ん（
下
高
根
）

①
し
あ
げ
み
が
き
。

②
お
し
ゃ
べ
り
が
大
好
き
で
笑
わ
せ

て
く
れ
る
。

★
家
族
み
ん
な
で
虫
歯
予
防
！

お
子
さ
ん
の
き
れ
い
な
歯
を

守
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

10
月
20
日
㈰
に
小
泊
会
場
、
27
日

㈰
に
中
里
会
場
で
な
か
ど
ま
り
町
民

文
化
祭
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
」
で

は
明
治
安
田
生
命
の
協
力
の
も
と
ベ

ジ
チ
ェ
ッ
ク
と
脳
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

測
定
を
行
い
、
た
く
さ
ん
の
方
に
お

立
ち
寄
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ

る
「
ま
ご
わ
や
さ
し
い
」
の
食
材
を

使
っ
た
健
康
ス
ー
プ
の
提
供
、
キ
ッ

ズ
ナ
ー
ス
体
験
、
赤
ち
ゃ
ん
抱
っ
こ

体
験
を
行
い
ま
し
た
。

【
食
生
活
改
善
推
進
員
会
に
よ
る
簡

単
料
理
教
室
の
お
知
ら
せ
】

　

12
月
15
日
㈰
、
働
き
世
代
の
た
め

の
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
希
望

す
る
方
は
、
町
民
課
健
康
推
進
係
ま

で
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

町
民
文
化
祭【
健
康
ブ
ー
ス
】

【特定健診・がん検診で要精密検査となられた方へ】
　町の特定健診・がん検診の結果、「要精密検査

4 4 4 4 4

」と判定された方で、まだ病院受診されて
いない方は、健診結果書を持参の上、早めに病院を受診しましょう。
　健診結果書をなくされた方は再交付できますのでご連絡ください。

中泊町がん検診初回精密検査助成事業
　令和６年度からがん検診の要精検者の精密検査費用を助成しています。
　対象となる方には、検診結果書に助成事業のご案内を同封していますので、ぜひご活用ください。

【助成の対象となる方（下記の項目全てに該当する方）】
　・令和６年度に、がん検診（集団検診または個別検診）を受け、要精密検査となった方。
　・医療機関で精密検査を受けた方で下記の年齢に該当する方。（令和７年３月31日時点の年齢）
　　　胃がん・大腸がん・肺がん・乳がん → 40～69歳
　　　子宮頸がん　　　　　　　　　　　 → 20～69歳

【申 請 先】：町民課健康推進係　または　小泊支所
【申請期限】：令和７年３月31日

む
し
歯
の
な
い
子
の
紹
介

３
歳
児
健
診
に
て
（
11
月
７
日
実
施
）

①
日
頃
む
し
歯
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
気

を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
？

②
わ
が
子
の
自
慢
で
き
る
こ
と
は
？
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1 水 8：30 ～ 元旦マラソン

2 木

3 金

4 土

5 日

6 月

7 火

8 水

9 木

10 金

11 土

12 日

13 月

14 火 中里中始業式

15 水 中里小、武田小、薄市小、
こどまり学園始業式

１　月
16 月

17 火

18 水 13：30～15：00
こころの健康相談（総合文化センター
「パルナス」）

19 木

20 金

21 土 10：00～12：00 ひそかと楽しむクリスマスお話会

22 日

23 月 町内小中学校終業式

24 火

25 水

26 木

27 金 学校休業日

28 土 役場閉庁日（～１月５日）

29 日

30 月

31 火

11　月12　月

（
10
月
届
出
分
）

加
藤
　
綺き

峯ほ 

（
女
・
敬
） 

向
町
上

　
渋
　
谷
　
静
　
児 

（
つ
が
る
市
）

　
三
　
上
　
有
芙
奈 

（
芦
　
野
）

　
三
　
上
　
大
　
輝 

（
小
泊
派
立
）

　
井
　
上
　
未
　
夢 

（
熊
本
県
）

三
　
上
　
ト
ミ
エ 

94 

（
長
　
泥
）

木
　
村
　
キ
ミ
ヱ 

85 

（
大
沢
内
）

長
　
利
　
武
太
郎 

93 

（
上
豊
岡
）

山
　
﨑
　
サ
　
ツ 

85 

（
八
　
幡
）

佐
　
野
　
み
つ
え 

93 

（
田
茂
木
）

三
　
上
　
キ
　
サ 

91 

（
派
立
下
）

葛
　
西
　
文
　
雄 

90 

（
浜
　
町
）

太
　
田
　
　
　
正 

97 

（
下
前
中
）

敦
　
賀
　
勝
　
俊 

75 

（
上
　
町
）

成
　
田
　
リ
キ
コ 

77 

（
下
前
上
）

10月末現在（前月比）

人　口� 9,447人（－15）
中里地域7,018人/小泊地域2,429人
　男　� 4,454人（－ 5）
　女　� 4,993人（－10）
世帯数� 4,827（±0）
出 生　１ �／� 死 亡　14
転 入　13 �／� 転 出　15

人のうごき

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（（

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

戸
籍
の
窓
口


